
「魅力ある職場づくり」推進に向けた各企業の取組

「個性を活かして活躍する環境づくり」を企業理念の一つとして、多様な人材の雇用
や全社業務整理・標準化・属人性排除などにより働き方改革を進めています。

〇 時間外労働の削減
間接工数の減少により時間外労働を抑える基幹システム（工程の進度情報等を

iPadでバーコードを読み取ることにより登録するシステム）の導入や、最小単位の
セクションごとに時間外労働の総時間枠を定め、各セクションの管理者が確認できる
時間外労働の実績一覧（日々更新）を作成して業務の平準化を実施している。
2021年の総時間外労働時間数33,5188時間が、2022年は30,100時間まで減

少した。

〇 年次有給休暇の取得促進
年５日のリフレッシュ休暇の導入や年3日の一斉年次有給休暇取得日を設定し、年

次有給休暇が付与されない入社6ヵ月以内の者や既に100パーセント取得した者に対
しては特別有給休暇を付与して対応している。
2022年度は取得率66%であり、2023年度は取得率70%を目標としている。

〇 職場環境の向上
会津財布（地域通貨）を運用し、2023年10月に社内コンビニ「まつもとや」を

設置して福利厚生を拡充した。
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当社の働き方改革の主な取組

福利厚生の拡充を図るため、社内コンビニ「まつもとや」を設置し
たところ、特に夜間勤務者の食事購入等に利用されています。
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会社概要 意見交換の様子
左手前から取締役工場長の吉井様、製造部ゼネラルマネー
ジャーの田崎様。右が福島労働局の田沼労働基準部長
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